
題材名
教材教具名 バスごっこ

教科・領域 生活単元学習・遊びの指導

考案者・製作者 田中真紀子・齋藤亮一

必要な物

（バス学習）
①段ボール型バス
②運賃箱
③整理券箱
④椅子（バス座席用）
⑤ハンドル
⑥運転手帽子
⑦お金（硬貨）
⑧整理券
⑨財布
⑩テレビ
⑪DVD
　（バス「健康の森」～「ベル前」の映像）

保管場所
プレイルーム（①②③⑧⑪）　木工室（④）　会議室倉庫（⑤）　小学部学習室（⑥）
会議室奥（⑩）

内容・使い方

（準備）
　・運賃箱（②）、整理券箱（③）、椅子（④）、整理券（⑧）をバス内に設置する。
　・テレビ（⑩）にDVD（⑪）をセットする。
　・財布（⑨）にお金（⑦）を入れる。

【目的】バスの乗り降りの手順を理解する。友達や教師と楽しくバスごっこをする。
（展開）
　①お金の入った財布を携帯し、後ろの入り口からバスに乗る。（写真①）
　②整理券を取り、座席に座る。（写真②）
　③教師または児童が運転手になり、DVDを再生する。（写真③）
　④正面の映像を見る。「次はベル前、ベル前。」のアナウンスが聞こえたらブザー
　　 を押す。（写真④）
　⑤映像のバスが停車したら、前方の運賃箱に整理券とお金を入れ、運転手さん
      にお礼を言って降りる。（写真⑤）

備考
（教材・教具
の工夫点や

配慮点）

・導入部分で、「ばすにのって」を歌ったり体を動かしたりして楽しい雰囲気を味わえ
るとよい。
・手順を理解するために、写真カードを用いるとよい。
・やり方や遊びに慣れてきたら、実際の京福バスに乗って練習した。（プラント３～
みどり図書館）
・菊人形校外学習の約１ヶ月前からバスごっこを３回行い、実際の京福バスに２回
乗った。
・菊人形校外学習の前日には、パワーポイントを使って事前学習を行い、バスの映
像を取り入れて説明した。
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